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西区地域公共交通に関する意見交換会 会議概要 

１．開催日時 

  平成２９年２月６日（月） 午後１時３０分～午後２時１５分

２．会  場 

  新潟市西区役所健康センター棟１０５会議室

３．出席者（敬称略） 

【委員等】 

会 長 

新潟市西区役所地域課長 永井 康生 

副会長 

国土交通省 北陸信越運輸局新潟運輸支局 運輸企画専門官 伊藤 健一 

関係住民代表 

坂井輪中学校区まちづくり協議会 会長 梶原 宜教 

坂井輪小・小新中学校区まちづくり協議会 会長 下川 照雄 

五十嵐小学校区コミュニティ協議会 会長 伊藤 和美 

真砂小学校区コミュニティ協議会 会長 大谷 勇 

青山小学校区コミュニティ協議会 会長 中藤 榮子 

小針小学校区コミュニティ協議会 会長 岩脇 正之 

黒埼南ふれあい協議会 会長 大谷 一男 

関係一般乗合旅客自動車運送事業者担当課長 

新潟交通株式会社乗合バス部 企画調整課長 渡辺 健 

新潟市ハイヤー・タクシー協会代表 

専務理事 佐々木 紀彦 

新潟市西区役所建設課長 古俣 弘和 

運行団体等 

ＮＰＯ法人コミュニティバスを通す会 副理事長 伊藤 高 

新潟交通観光バス 営業部乗合バス課長 坂井 康人 

【事務局】 

   西区役所地域課職員 ３名 

 【傍聴者】 

   １人 

４．欠席者等（敬称略） 

  新潟西警察署交通課長 大石 智昭 

立仏校区ふれあい協議会 
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５．会議概要 

【説明等】

○開会に当たり、事務局より本会議の位置づけなどについて説明。

・新潟市地域公共交通会議においては「地域の実情を把握するため、あらかじめ区ご

とに、一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体、関係行政機関の職員並び

に当該区に住所を有する者から意見を聴取するものとする」と規定されており、西

区においては、本会議にてご意見をお伺いするもの。

・本会議の内容は２月９日開催の新潟市地域公共交通会議に会長より報告され、その

後、運行事業者が運輸局へ運行計画の変更の認可申請を行う。

○事務局より西区・坂井輪地区住民バス（坂井輪コミュニティバス）の運行計画の変更

内容について、配布資料により説明。

【主な質疑・意見】 

○運行便数の変更について 

・収支バランスを考慮したために、減便することとなったのか。減便は、地域住民に

とってサービスの低下に繋がるので、社会実験を継続することはできないのか。（関

係住民代表） 

⇒ ３年間の社会実験結果を踏まえて、好調であった土曜日を本格運行に移行する

にあたり、新潟市住民バス運行事業補助金交付要綱に規定される補助対象上限

の週７０便という枠の中で編成する必要がある。限られた財源の中で、利用の

少ない便を減便することにより収支の効率化を図っていく。（事務局） 

○小型バスに関すること 

・経費縮減や交通渋滞解消の面から、バスを小型化することは考えられないのか。（関

係住民代表）

⇒ 小型バスは、大型バスに比べ、車体価格は少し安く燃費もいいため、運行経費

を抑えることはできるが、運転手の人件費は変わらない。１日の利用が小型バ

スの輸送量で足りる路線であれば小型バスの導入も考えられるが、朝夕は通勤

通学の利用者が多いなど利用者の波がある場合は、乗り残しのないよう大型バ

スで運行していることが多い。（関係一般乗合旅客自動車運送事業者担当課長） 

・小型バスやジャンボタクシーにして便数を増やし、運転手については正規職員でな

くとも、タクシー運転手などを活用することは考えられないか。（関係住民代表） 

    ⇒ 利用者が少なくバスでなくても運送が賄える地域であれば、デマンドタクシー

などに交通の手段をシフトすることも考えられる。運転手については、バスの
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運転ができる大型第二種免許を持っている者が少なく、地方においては常に人

材が不足している状況。また、バスの運転に必要な免許とタクシーの運転に必

要な免許は種別が異なるため、タクシー運転手を活用することはできない。（関

係一般乗合旅客自動車運送事業者担当課長） 

⇒ 実際に運行しているデマンドタクシーでも、荒天時は利用者が増えるため、輸

送量が足りず、追加でもう一台走らせることになり金額が高くなってしまうこ

とがある。時間や季節、またイベントの開催状況による利用者の変動をうまく

調整していくことは難しい。最初から小型バス等があり、運行していればいい

が、当該バスを小型化することが直接的に経費削減に繋がるわけではないと思

われる。（新潟市ハイヤー・タクシー協会代表） 

【その他】 

○ルートに関すること 

・「いっぺこ～と」までではなく、亀貝商業地域のより小新側まで入り込んだほうが、

利便性が向上するのではないか。（関係住民代表） 

⇒ 小新方面から亀貝商業地域を通る新潟交通路線バス（小新線）の利用状況も把

握しながら、今後の検討とさせていただきたい。（事務局） 

以上 


